
要望

要望

　
三
沢
議
員　
漁
業
就
業
者
の

確
保
と
育
成
は
、
水
産
物
の
安

定
供
給
の
み
な
ら
ず
、
沿
岸
地

域
の
活
性
化
の
視
点
か
ら
も
重

要
な
課
題
と
なって
お
り
、
漁
業

に
関
心
を
持
つ
就
業
希
望
者
と

地
域
を
つ
な
げ
、
新
た
な
漁
業
の

担
い
手
と
し
て
確
保
・
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
急
務
と
考
え
ま
す
。

　
新
規
漁
業
就
業
者
の
確
保
に

つい
て
、
県
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

　
農
林
水
産
部
長　
本
県
で
も

漁
業
就
業
者
の
減
少
と
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
生
産
力
と
漁

村
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
新
規
漁
業
就
業
者
を
継
続

的
に
確
保
・
育
成
し
、
年
齢
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
就
業
構
造
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
三
沢
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
い
、

県
で
は
海
水
浴
場
を
開
設
す
る

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
感
染

防
止
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
熊
谷
知
事　
県
は
、
先
般
、

海
水
浴
場
の
あ
る
市
町
村
に
対

し
、
海
水
浴
場
を
開
設
す
る
場

合
、
感
染
防
止
の
た
め
留
意
す

べ
き
事
項
に
つい
て
通
知
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
3
つ
の
密
」

の
回
避
や
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

理
状
況
は
ど
う
か
。

　
環
境
生
活
部
長　
県
で
は
、

令
和
2
年
度
に
お
い
て
、国
の
同

補
助
金
を
活
用
し
、
館
山
市
な
ど

5
市
で
約
1
5
7
ト
ンの
海
岸
漂

着
物
の
処
理
を
し
た
と
ころで
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
千
葉
県
海

岸
漂
着
物
対
策
地
域
計
画
に
お

け
る
重
点
区
域
を
5
市
追
加
し

て
15
市
と
し
、
同
補
助
金
を
活

用
し
な
が
ら
、
地
元
市
町
と
連

携
し
た
計
画
的
な
処
理
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
三
沢
県
議　
県
で
は
、
同
補

助
金
を
活
用
し
た
海
岸
漂
着
物

対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

　
環
境
生
活
部
長　
県
で
は
同

補
助
金
を
活
用
し
て
、
重
点
区

域
に
お
け
る
漂
着
物
等
の
処
理

を
行
う
と
と
も
に
、
海
岸
保
全
の

重
要
性
を
訴
え
る
動
画
の
配
信

や
、
漂
着
物
の
実
態
を
分
か
り
や

す
く
示
し
た
リ
ー
フ
レッ
ト
の
県

内
全
小
学
校への
配
付
等
に
よ
る

啓
発
に
取
り
組
ん
でい
ま
す
。

　
海
岸
漂
着
物
対
策

は
、
海
岸
に
流
れ
着

い
た
ゴ
ミ
を
確
実
に
処
理
す
る

こ
と
と
同
様
に
、
県
民
に
向
け

て
ゴ
ミ
を
川
や
海
に
捨
て
な

い
、
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
い
く
啓

発
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ

り
、
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
国
や
市

町
村
と
連
携
し
、
海
岸
漂
着

物
対
策
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

む
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
三
沢
議
員　
初
め
に
、
海
岸

漂
着
物
に
つい
て
質
問
し
ま
す
。

　
県
で
は
、「
千
葉
県
海
岸
漂
着

物
対
策
地
域
計
画
」に
基
づ
き
、

国
や
市
町
村
等
と
連
携
し
、
海

岸
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
我
が
地
元
の
館
山
市
を

含
む
重
点
区
域
に
お
い
て
は
、

国
の「
地
域
環
境
保
全
対
策
費

補
助
金
」を
活
用
し
、
漂
着
物

の
処
理
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
質
問
し
ま
す
。「
地
域

環
境
保
全
対
策
費
補
助
金
」を

活
用
し
た
、
海
岸
漂
着
物
の
処

　
そ
こ
で
県
で
は
、
水
産
事
務
所

を
窓
口
と
し
て
、
就
業
相
談
や
体

験
・
技
術
研
修
を
行ってい
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
度
は
、
操
業
実
態
や

収
入
な
ど
漁
業
種
類
別
の
就
業

漂
着
物
に
つい
て
質
問
し
ま
す
。

　
県
で
は
、「
千
葉
県
海
岸
漂
着

物
対
策
地
域
計
画
」に
基
づ
き
、

国
や
市
町
村
等
と
連
携
し
、
海

岸
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
我
が
地
元
の
館
山
市
を

海岸漂着物対策で要望

モ
デ
ル
や
先
輩
漁
業
者
の
声
を
掲

載
し
た
漁
業
の
仕
事
を
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
いパンフ
レット
を
作
成
し
、

相
談
会
の
場
や
海
洋
系
高
校
で

配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
漁
業
の

魅
力
を
伝
え
ている
と
こ
ろ
で
す
。

　
水
産
事
務
所
に
窓

口
が
あ
る
こ
と
を
十
分

に
周
知
し
、地
元
漁
協
と
連
携

し
て
、新
規
漁
業
就
業
者
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

三沢
県議

漂
着
ゴ
ミ
は
社
会
全
体
の
課
題

重
点
区
域
に
5
市
追
加

コロナ対策をした本会議場に立つ三沢県議

新
規
漁
業
者
の
確
保

海
水
浴
場
の
感
染
対
策

手
洗
い
、
手
指
消
毒
、
海
の

家
に
お
け
る
外
食
業
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
遵
守
な
ど
、
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
す
で
に
不
開
設
が

決
定
し
た
海
水
浴
場
も
多
数

あ
る
こ
と
か
ら
、
開
設
し
た

場
合
に
、
例
年
以
上
の
来
場

者
と
な
る
こ
と
も
想
定
し
、

必
要
に
応
じ
、
入
場
者
数
の

制
限
や
駐
車
場
の
閉
鎖
、
混

雑
状
況
の
情
報
発
信
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
要

請
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

三
沢
議
員　
今
月
は
、国
が

定
め
た
食
育
月
間
で
あ
り
、本

県
で
も
関
係
者
が一体
と
な
って

啓
発
活
動
を
行
って
い
ま
す
。県

で
は
、食
育
を
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
る
の
か
。

　

農
林
水
産
部
長　
県
で
は
、

第
3
次
食
育
推
進
計
画
に
基
づ

き
、「
ち
ば
の
恵
み
」を
取
り
入

れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
の

実
践
に
よ
る
生
涯
健
康
で
心
豊

か
な
人
づ
く
り
を
基
本
目
標
と

し
て
、各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、収
穫
体
験
や
料

理
教
室
な
ど
、生
産
か
ら
消
費
ま

で
食
のつ
な
が
り
を
意
識
し
た
体

験
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

県
産
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大

や
郷
土
料
理
な
ど
食
文
化
の
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、食
生
活
の
課
題
は
世
代

別
に
異
な
る
こ
と
か
ら
、子
ど
も

の
朝
食
摂
取
の
啓
発
や
高
齢
者

の
健
康
増
進
な
ど
世
代
に
応
じ

た
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
の
食
育
活
動

〈1〉 令和3年10月10日（日）

“ふるさとちば”のための政策推進を
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三沢さとし三沢さとし県議会リポート県議会リポート
智

　
県
議
2
期
目
で
、館
山
市
選
出
の
三
沢
智（
み
さ
わ・さ
と
し
）県

議
は
、熊
谷
俊
人
知
事
が
初
め
て
自
ら
の
政
策
理
念
で
編
成
し
、県

議
会
に
提
案
し
た
補
正
予
算
案
を
審
議
す
る
6
月
定
例
県
議
会

で
、一般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。こ
の
中
で
、三
沢
県
議
は
以
前
か

ら
問
題
提
起
し
て
い
る
、海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
流
竹
木
な
ど

の
ゴ
ミ
問
題
を
取
り
上
げ
、海
岸
漂
着
物
の
処
理
に
当
た
っ
て
は
、

国
の
補
助
金
制
度
を
活
用
し
、市
町
村
と
連
携
し
て
ゴ
ミ
を
減
ら

す
こ
と
は
社
会
全
体
の
課
題
だ
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。そ
の
ほ
か

南
房
総
地
域
の
諸
問
題
と
合
わ
せ
、三
沢
県
議
の
主
な
質
疑
を
特

集
し
ま
し
た
。



要望

要望

　
三
沢
議
員　
安
房
合
同
庁

舎
の
再
整
備
に
つい
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
総
務
部
長　
新
た
な
合
同
庁

舎
は
、
地
域
振
興
事
務
所
や
県

税
事
務
所
な
ど
の
ほ
か
、
周
辺

の
安
房
保
健
所
や
南
部
漁
港
事

務
所
等
を
集
約
の
上
、
旧
県
立

安
房
南
高
校
跡
地
に
整
備
す
る

　
三
沢
議
員　
県
南
地
域
に
お

け
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
環
境
生
活
部
長　
県
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
を
行
う
市
町
村
に
対
し
、

捕
獲
数
に
応
じ
て
補
助
金
を
交

付
し
、
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
3

年
間
、
主
に
県
南
地
域
に
お
い

て
、
住
民
が
一
体
と
な
り
、
地

域
ぐ
る
み
で
捕
獲
や
防
護
等
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
県
の
専
門

職
員
が
技
術
指
導
な
ど
を
行
う

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

昨
年
度
末
に
地
域
の
指
導
者
向

け
の「
獣
害
対
策
マニュア
ル
」を

作
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
な
ど
に

よ
り
、
令
和
2
年
度
の
市
町
村

に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数

は
、
館
山
市
で
2
3
5
7
頭
、

南
房
総
市
で
6
1
9
6
頭
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
三
沢
議
員　
今
後
、
県
は
県

南
地
域
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
対

策
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い

く
の
か
。

　
熊
谷
知
事　
平
成
29
年
に
策

定
し
た
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の「
特
定

鳥
獣
管
理
計
画
」の
計
画
期
間

が
、
本
年
度
末
に
満
了
す
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
農
業
被
害
や

生
息
状
況
を
調
査
し
、
専
門
家

や
市
町
村
、
地
区
猟
友
会
な
ど

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
県
南

地
域
を
含
め
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

計
画
を
見
直
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
三
沢
議
員　
県
立
館
山
総

合
高
校
水
産
校
舎
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
つ
い
て
、
地
元
自
治
体
な

ど
に
貸
し
付
け
や
売
却
す
る
な

ど
、
有
効
活
用
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
冨
塚
教
育
長　
地
元
自
治

体
や
商
工
会
議
所
等
か
ら
地
域

振
興
の
た
め
の
借
用
の
申
し
出

が
あ
れ
ば
、
学
校
の
教
育
活
動

に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
県

教
育
財
産
管
理
規
定
に
基
づ
き

対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
売
却

す
る
場
合
は
、
館
山
総
合
高
校

海
洋
科
の
授
業
で
の
必
要
性
や
、

　
三
沢
議
員　
私
の
地
元
の
安

房
地
域
に
は
県
立
高
校
が
4
校

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
先
、

少
子
化
が
ま
す
ま
す
進
む
中
、

学
校
の
活
力
を
維
持
し
、
将
来

地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
は
、
地
域
と
協
働
し

た
教
育
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　
安
房
地
域
に
お
け
る
県
立
高

校
及
び
私
立
高
校
へ
の
進
学
率

は
ど
う
か
。

　
冨
塚
教
育
長　
安
房
地
域
を

含
む
南
房
総
教
育
事
務
所
管
内

に
お
け
る
昨
年
度
の
公
立
中
学

校
卒
業
者
5
8
1
5
人
の
う
ち
、

県
内
の
公
立
高
校
に
は

3
6
8
0
人
、
私
立
高
校
に
は

1
7
8
9
人
が
進
学
し
ま
し
た
。

　
進
学
率
は
、
公
立
63
・
3
％
、

私
立
30
・
8
％
で
あ
り
、5
年
前

と
比
較
す
る
と
公
立
が
2
・
5
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
、
私
立
が
2
・
1

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
てい
ま
す
。

　
三
沢
議
員　
魅
力
あ
る
高
校

づ
く
り
を
進
め
、
地
域
の
子
供

た
ち
が「
入
り
た
い
」と
思
え
る

よ
う
な
県
立
高
校
の
魅
力
を
、

県
民
に
も
っ
と
P
R
し
て
い
く
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
冨
塚
教
育
長　
安
房
地
域
で

は
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
人
材

の
育
成
や
地
域
の
産
業
と
連
携

し
た
職
業
教
育
を
推
進
す
る
た

め
長
狭
高
校
に「
医
療
・
福
祉

コ
ー
ス
」を
、
安
房
高
校
に「
教

員
基
礎
コ
ー
ス
」な
ど
を
設
置

し
、
ま
た
、
館
山
総
合
高
校
に

「
観
光
の
学
び
」を
導
入
す
る
な

ど
、
各
校
の
魅
力
化
・
特
色
化

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
高
校
生
が
母
校
の
中

学
校
を
訪
問
し
、
高
校
の
魅
力

を
伝
え
た
り
、
学
校
紹
介
の
動

画
配
信
等
を
行
う
な
ど
、
中
学

生
や
保
護
者
を
は
じ
め
、
地
域

への
さ
ら
な
る
広
報
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
三
沢
議
員　
県
教
育
委
員
会

に
よ
る
と
、
本
県
公
立
学
校
に

お
け
る
、
令
和
元
年
度
中
に
連

続
ま
た
は
断
続
し
て
30
日
以
上

欠
席
し
た
、い
わ
ゆ
る
不
登
校
児

童
生
徒
数
は
、
小
中
高
等
学
校

を
合
わ
せ
る
と
9
8
8
2
人
と

の
こ
と
で
あ
り
、
近
年
増
加
傾

向
が
続
い
て
お
り
、
1
万
人
の
大

台
が
近
づいてい
る
状
況
で
す
。

　
家
庭
で
多
く
の
時
間
を
過
ご

し
て
い
る
不
登
校
児
童
生
徒
への

県
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

　
冨
塚
教
育
長　
令
和
元
年

度
の
本
県
公
立
学
校
の
不
登
校

児
童
生
徒
の
う
ち
、
学
校
・
そ

県
立
高
校
の
魅
力
づ
く
り

安
房
地
域
の
高
校
進
学
率

水
産
校
舎
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

増
加
傾
向
の
不
登
校

発言を求めて自席から挙手する三沢県議

地域と協働した教育を訴え！

県
で
の
利
活
用
等
に
つい
て
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
７
年
度
以

降
を
見
据
え
、
教
育

の
質
を
下
げ
な
い
こ
と
を
最
優

先
に
考
え
つ
つ
、
地
元
の
声
を

よ
く
聞
い
た
上
で
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
有
効
活
用
に
向
け
て

検
討
を
進
め
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
6
月
補
正
予
算
案
で
は
、
土

壌
調
査
に
必
要
な
予
算
を
計
上

す
る
と
と
も
に
、
基
本
設
計
等

に
係
る
債
務
負
担
行
為
を
設
定

す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
引
き
続
き
、
地
元
市
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
令
和
8
年
度

中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
三
沢
議
員　
今
後
、
新
た
な

合
同
庁
舎
の
整
備
を
進
め
る
に

当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
点
に
配

慮
し
て
い
く
の
か
。

　
総
務
部
長　
今
般
の
再
整
備

に
当
って
は
、

☆
利
用
者
の
立
場
に
立った
バリ
ア

フ
リ
ー
やユニバー
サルデ
ザ
イン

☆
地
域
住
民
の
安
全
を
支
え
る

災
害
対
策
拠
点
と
し
て
の
機

能
の
充
実

☆
将
来
の
行
政
需
要
の
変
化
に
対

応
で
き
る
機
能
性
や
柔
軟
性

に
優
れ
る
仕
様

　
な
ど
、こ
れ
ら
を
備
え
た
庁
舎

と
な
る
よ
う
、工
夫
し
て
ま
い
り

ま
す
。　

館
山
市
の
景
観
に

配
慮
し
つ
つ
、
真
に

地
域
に
役
立
つ
庁
舎
と
し
て
整

備
し
て
ほ
し
い
。三沢さとし

●館山市と県政に関するご要望をお寄せください。
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事務所
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三
沢
議
員

に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
強
化

の
他
の
相
談
機
関
等
か
ら
の
支

援
を
受
け
て
い
な
い
者
が
約
4

割
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
児
童

生
徒
の
状
況
を
把
握
し
、
保
護

者
と
の
共
通
理
解
に
基
づ
く
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
変
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭

を
訪
問
し
て
支
援
機
関への
橋
渡

し
等
を
行
う
訪
問
相
談
担
当
教

員
を
、
各
地
区
の
拠
点
校
12
校

に
配
置
し
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等

の
情
報
を
掲
載
し
た
パンフ
レッ
ト

を
作
成
し
、
保
護
者
に
向
け
て

情
報
発
信
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
この
よ
う
な
取
り
組
み

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
と

学
校・支
援
機
関
をつな
ぐ
スク
ー

ルソ
ー
シャルワ
ー
カ
ー
の
活
用
を

促
進
す
る
な
ど
、
個
の々
状
況
に

応
じ
た
不
登
校
児
童
生
徒
の
支

援
充
実
に
努
め
て
まい
り
ま
す
。

〈2〉令和3年10月10日（日） 三沢さとし県議会リポート

合
同
庁
舎
の
再
整
備
へ


